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3
年
間
で

行
財
政
運
営
見
直
す

　
昨
年
4
月
1
日
に
行
政
改
革
推
進
本
部
（
本
部
長
“
小
川
助
役
）

を
設
置
し
、
1
年
間
に
わ
た
り
検
討
し
て
き
た
行
政
改
革
大
綱
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
つ
て
は
、
市
民
各
層
の
代
表
者
で
構

成
さ
れ
た
「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
」
や
職
員
か
ら
も
意
見
・
提
言

を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
慎
重
に
作
業
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
大
綱
策
定
は
、
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
な
ど
社
会
情
勢
が

急
激
に
変
化
し
続
け
る
中
、
昭
和
6
0
年
以
来
1
0
年
振
り
の
行
政
シ
ス

テ
ム
再
点
検
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
っ
た
大
綱
の
内
容

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
国
が
平
成
6
年
度
か
ら
各
種
特
殊

法
人
の
統
廃
合
を
は
じ
め
と
し
て
、

各
種
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

新
聞
な
ど
で
広
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
行
政
改
革
と
は
、
簡
単
に
言
う

と
社
会
・
経
済
情
勢
が
急
激
な
変
化

を
し
て
い
る
中
、
現
在
の
行
政
シ
ス

テ
ム
を
再
点
検
し
て
、
時
代
に
合
っ

た
行
政
運
営
に
変
え
て
い
こ
う
と
い

う
も
の
で
す
。
事
務
事
業
や
職
員
数
、

機
構
な
ど
を
見
直
し
て
、
時
代
に
そ

ぐ
わ
な
い
も
の
は
削
除
・
変
更
し
、

必
要
な
と
こ
ろ
は
も
っ
と
充
実
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　
十
日
町
市
で
も
昭
和
5
5
年
に
行
政

の
合
理
化
・
効
率
化
を
図
る
た
め
「
事

務
総
合
シ
ス
テ
ム
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
を
編
成
し
ま
し
た
。
そ
の

答
申
を
受
け
て
5
7
年
に
は
事
務
改
善

室
を
設
置
し
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

活
用
を
含
め
た
改
善
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
5
6
年
に
は
委
員
会
を

設
け
て
補
助
金
の
見
直
し
を
検
討
し

た
り
、
6
0
年
に
は
行
政
の
在
り
方
と

事
務
の
見
直
し
を
進
め
る
た
め
、
行

政
事
務
検
討
委
員
会
を
設
け
た
り
し

て
、
そ
の
時
代
に
合
っ
た
効
率
的
な

行
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
行
政
改
革
で
は
こ
れ
ま
で
も
定
員

削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、

効
率
的
な
行
政
運
営
が
行
わ
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
の

．灘欝

　　　　　　簸
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大
綱
で
も
事
務
事
業
の
見
直
し
、
職

員
の
意
識
改
革
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
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変
化
や
地
方
分
権
の
動
き
な
ど
、
新

し
い
時
代
に
対
応
で
き
る
行
政
の
組

織
・
機
構
の
整
備
も
行
い
ま
す
。

新
時
代
の
潮
流
に

的
確
に
対
応
で
き
る

　
　
　
行
政
基
盤
の
構
築

　
質
的
・
量
的
に
大
き
く
変
化
す
る

行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
長
期

発
展
計
画
や
民
間
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
提
案
の
着
実
な
推
進
の
た
め
の
体

制
整
備
を
行
い
ま
す
。

①
少
子
化
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

■
保
健
衛
生
課
と
社
会
福
祉
事
務
所

の
再
編

旦
口
同
齢
者
福
祉
部
門
の
強
化
と
社
会

福
祉
事
務
所
へ
の
保
健
婦
の
配
置

■
公
立
保
育
所
の
組
織
等
の
見
直
し

↓
保
育
需
要
等
を
考
慮
し
業
務
・
組

織
全
般
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
を
設

置
し
て
検
討
す
る
。
保
育
所
存
続
基
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準
や
地
域
事
情
を
考
慮
し
施
設
を
廃

止
す
る
。

嗣
小
．
中
学
校
の
統
合
↓
適
正
規
模

に
再
編
成
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定

す
る
。

②
生
活
の
質
の
向
上
や
環
境
へ
の
関

心
の
高
ま
り
な
ど
へ
の
対
応

■
市
民
生
活
関
連
部
門
の
再
編
↓
総

務
課
．
保
健
衛
生
課
の
生
活
関
連
業

務
を
市
民
課
に
移
管
す
る
。

■
社
会
教
育
部
門
の
再
構
築
↓
社
会

教
育
担
当
部
局
の
組
織
構
成
を
見
直

し
再
建
築
す
る
。

■
震
災
対
策
計
画
を
策
定
す
る
。

■
行
政
防
災
無
線
を
整
備
す
る
。

③
高
度
情
報
化
社
会
へ
の
対
応

　
地
域
情
報
を
受
発
信
す
る
た
め
の

地
域
情
報
化
計
画
と
、
庁
内
L
A
N

の
整
備
を
含
め
た
行
政
情
報
化
計
画

を
策
定
す
る
。
そ
の
た
め
の
体
制
整

備
を
図
る
と
と
も
に
、
策
定
後
の
計

画
を
総
合
的
に
推
進
す
る
体
制
・
基

盤
を
整
備
し
計
画
的
に
取
り
組
む
。

④
国
際
化
社
会
へ
の
対
応

　
様
々
な
分
野
へ
の
国
際
交
流
を
推

進
し
、
人
材
育
成
を
図
る
た
め
の
海

外
研
修
へ
の
支
援
を
強
化
す
る
。

⑤
首
都
圏
と
の
交
流
に
向
け
た
情
報

受
発
信
機
能
の
整
備
・
充
実

圏
情
報
発
信
の
充
実
↓
東
京
事
務
所

へ
の
情
報
提
供
の
強
化
と
交
流
促
進

に
向
け
た
P
R
版
の
作
成
。

地
方
分
権
に
向
け
て

　
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る
人
材
の

育
成
と
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

①
権
限
移
譲
に
向
け
て
の
体
制
整
備

■
県
職
員
と
の
人
事
交
流
を
行
う
。

■
移
譲
事
務
に
対
応
す
る
研
修
を
行

う
。
②
広
域
行
政
へ
の
対
応

■
広
域
事
務
組
合
に
企
画
振
興
部
局

を
設
置
す
る
。

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担

　
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域

社
会
を
目
指
し
、
多
様
化
す
る
市
民

要
望
に
応
え
る
た
め
、
簡
素
で
効
率

的
な
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確
に

し
、
自
治
意
識
の
高
揚
、
地
域
の
自

主
性
・
自
立
性
を
高
め
ま
す
。

■
外
郭
団
体
事
務
の
取
り
扱
い
↓
検

討
委
員
会
を
設
置
し
見
直
し
を
行
う
。

開
か
れ
た
行
政
の
推
進

　
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
市
民

に
信
頼
さ
れ
る
行
政
、
開
か
れ
た
行

政
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
総

参
加
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
や

市
民
の
声
を
十
分
に
反
映
さ
せ
た
行

政
を
推
進
し
ま
す
。

①
情
報
公
開
等
の
推
進

■
行
政
手
続
き
規
則
を
適
正
に
運
用

す
る
。

■
情
報
公
開
に
向
け
た
検
討
委
員
会

を
設
置
し
準
備
を
進
め
る
。

②
審
議
会
・
協
議
会
等
の
活
性
化

圏
組
織
・
委
員
構
成
の
見
直
し
を
行

う
。③
的
確
な
市
民
二
ー
ズ
の
把
握
と
接

遇
の
向
上

■
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
↓
各
課
に

受
付
窓
口
を
表
示
す
る
。
積
極
的
に

一
声
運
動
を
実
践
す
る
。

簡
素
で
効
率
的
な

行
政
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

　
行
政
に
対
す
る
要
望
は
年
々
多
様

化
・
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
限
ら
れ

た
財
源
の
中
で
こ
れ
ら
の
要
望
に
対

応
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図

る
た
め
、
組
織
・
機
構
の
簡
素
化
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、

簡
素
で
効
率
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

を
行
い
ま
す
。

①
行
政
組
織
等
の
見
直
し

■
企
画
調
整
機
能
の
充
実
↓
行
政
課

題
に
対
応
し
た
管
理
職
に
よ
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
編
成
す
る
。

②
事
務
事
業
の
見
直
し

■
市
民
と
行
政
に
よ
る
事
務
事
業
廃

止
委
員
会
を
設
置
す
る
。

■
申
請
書
等
の
押
印
廃
止
↓
押
印
廃

止
検
討
委
員
会
を
設
置
し
手
続
き
の

簡
素
化
を
図
る
。

■
事
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
↓
財
務

会
計
及
び
自
己
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

早
急
に
作
成
す
る
。

■
学
校
給
食
の
一
部
委
託
↓
水
沢
・

中
央
給
食
、
十
日
町
中
（
新
設
）
の

学
校
給
食
は
施
設
整
備
後
、
調
理
・

配
送
業
務
を
民
間
事
業
所
に
委
託
す

る
。■
市
営
駅
通
り
駐
車
場
↓
駅
通
り
商

店
街
振
興
組
合
に
委
託
す
る
。

■
市
民
と
行
政
に
よ
る
補
助
金
見
直

し
委
員
会
を
設
置
す
る
。

■
職
員
提
言
制
度
の
導
入
↓
組
織
・

事
業
等
の
見
直
し
提
言
制
度
を
導
入

し
、
日
常
的
に
業
務
の
革
新
を
図
る
。

③
適
正
な
定
員
管
理
の
推
進

■
今
後
の
行
政
需
要
を
勘
案
し
、
か

つ
、
定
員
モ
デ
ル
、
類
似
団
体
別
職

員
数
の
状
況
を
活
用
し
て
、
定
員
適

正
化
計
画
を
策
定
す
る
。

■
組
織
・
機
構
の
簡
素
合
理
化
、
O

A
化
の
推
進
、
事
務
の
効
率
的
な
執

行
を
図
る
と
と
も
に
、
職
員
の
能
力

開
発
に
よ
る
業
務
効
率
の
向
上
を
図

る
。■
市
民
の
理
解
と
協
力
が
得
ら
れ
る

よ
う
、
引
き
続
き
職
員
数
の
公
表
を

行
う
。

④
適
正
な
給
与
制
度
の
運
用

　
給
与
制
度
に
つ
い
て
は
適
正
な
運

用
に
努
め
て
き
た
が
、
今
後
と
も
適

正
な
運
用
を
行
い
、
引
き
続
き
市
民

の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
給
与
の
状

況
を
公
表
す
る
。

職
員
の
意
識
改
革
と

　
　
　
　
　
　
　
人
材
育
成

　
市
民
の
た
め
に
働
く
と
い
う
原
点

を
見
据
え
た
職
員
の
育
成
を
行
い
ま

す
。
研
修
制
度
の
充
実
や
能
力
あ
る

職
員
を
積
極
的
に
登
用
し
ま
す
。

①
職
員
の
意
識
改
革

■
行
政
改
革
大
綱
の
意
義
お
よ
び
内

容
の
周
知
徹
底
を
図
る
。

■
施
設
維
持
・
事
務
執
行
経
費
の
削

減
な
ど
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底
を
図
る
。

ロ
女
性
職
員
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
へ

の
積
極
的
な
参
画
を
図
る
。

②
人
材
の
育
成

■
職
員
の
能
力
を
活
か
し
伸
ば
す
職

場
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
職
場

に
お
け
る
実
務
研
修
を
積
極
的
に
行

う
。■
積
極
的
に
職
務
を
行
う
職
員
を
育

成
す
る
た
め
、
各
職
場
ご
と
に
職
員

が
参
加
し
て
目
標
を
設
定
し
、
進
行

を
管
理
し
、
効
果
を
測
定
す
る
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
図
る
。

■
政
策
立
案
、
実
行
能
力
を
高
め
る

研
修
な
ど
職
員
研
修
の
強
化
を
図
る
。

■
自
己
啓
発
を
目
的
と
す
る
職
員
ま

た
は
職
員
小
集
団
の
活
動
を
奨
励
し
、

支
援
策
を
検
討
す
る
。

層
幅
広
い
見
識
を
持
つ
人
材
の
育
成

を
図
る
た
め
、
派
遣
研
修
お
よ
び
県

や
民
間
と
の
人
事
交
流
を
推
進
す
る
。

③
能
力
あ
る
人
材
の
登
用

■
人
事
考
課
制
度
の
導
入
を
図
る
。

■
自
己
申
告
制
度
の
導
入
を
図
る
。
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よ
り
多
く
の
ス
ー
パ
ー
特
急
停
車
実
現
の
た
め
に

　
　
　
　
～
4
月
9
日
に
今
後
の
運
動
展
開
に
つ
い
て
協
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
き
続
き
10
日
か
ら
陳
情
を
実
施
～

　
3
月
1
0
日
に
北
越
急
行
㈱
の
平
山

社
長
を
は
じ
め
と
す
る
会
社
幹
部
が

来
市
し
、
北
越
急
行
㈱
の
本
社
に
関

す
る
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
席
で
ス
ー
パ
ー
特
急
の
十
日
町
駅

停
車
本
数
に
つ
い
て
、
J
R
関
係
者

と
の
協
議
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
首
都
圏
と
北
陸
圏
を
短
絡
し
速

達
性
を
使
命
と
す
る
ス
ー
パ
ー
特
急

は
、
高
規
格
化
事
業
費
の
6
0
％
を
負

担
し
て
実
際
に
運
行
を
行
う
J
R
側

の
発
言
権
が
強
い
。
社
長
（
知
事
）

と
し
て
も
努
力
は
す
る
が
、
十
日
町

駅
停
車
は
ー
～
2
往
復
程
度
で
大
変

厳
し
い
状
況
に
あ
る
」
と
い
う
も
の

で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
す
る
市
民

の
失
望
は
大
き
く
、
ス
ー
パ
ー
特
急

の
停
車
問
題
は
十
日
町
市
は
も
と
よ

り
広
域
圏
の
地
域
振
興
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
よ
り
多
く

の
ス
ー
パ
ー
特
急
の
停
車
を
実
現
す

る
た
め
、
4
月
9
日
、
上
村
県
議
、

村
松
県
議
、
尾
身
県
議
、
広
域
圏
市

町
村
、
商
工
会
議
所
、
織
物
組
合
、

十
日
町
市
農
協
、
建
設
業
協
会
、
青

年
会
議
所
、
駅
通
り
商
店
街
振
興
組

合
、
ス
ー
パ
ー
特
急
を
停
め
る
会
の

代
表
か
ら
参
集
い
た
だ
き
、
今
後
の
運

動
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
引
き
続
き
強
力
な

陳
情
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
や

積
極
的
な
P
R
活
動
を
各
団
体
で
実

施
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
4
月
9
日
以
降
、
さ
っ
そ
く
次
の

よ
う
な
陳
情
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
4
月
1
0
日
㈱

　
J
R
東
日
本
本
社
（
東
京
）

◆
4
月
1
9
日
樹

　
北
越
急
行
㈱
（
六
日
町
）

◆
4
月
2
2
日
㈲

　
北
越
急
行
㈱
（
新
潟
県
庁
内
）

　
　
※
平
山
社
長
（
県
知
事
）
へ
。

　
ス
ー
パ
ー
特
急
の
ダ
イ
ヤ
が
公
表

さ
れ
る
の
は
開
業
3
か
月
前
の
1
2
月

下
旬
の
予
定
で
、
9
月
こ
ろ
ま
で
に

具
体
案
を
決
め
る
作
業
が
関
係
者
で

進
め
ら
れ
ま
す
。

　
今
後
は
、
J
R
東
日
本
新
潟
支
社

や
J
R
西
日
本
本
社
及
び
金
沢
支
社

に
対
し
て
陳
情
を
実
施
す
る
ほ
か
、

北
越
急
行
㈱
の
協
力
も
得
て
、
国
会

議
員
や
運
輸
省
関
係
者
へ
の
働
き
か

け
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

〈首都圏との時間短縮効果〉

ベス　　ーr　JR線　　rr（所要時間）

2時間29分

1時間57分
（32分短縮）

1時間43分
（46分短縮）

十
　
　
日
　
　
町

バス

越
後
湯
沢

JR線

67分

新幹線

82分

北越北線
～JR線

35分

21分

　　〈北陸圏との時間短縮効果〉

（所要時間）rr　　JR線　　一　　バ

在》〈現

〈普通電車》

〈スーパー特急》

資料＝北越北線利用促進方策等に関する調査

金
　
　
　
　
　
沢

JR線

長
岡

バス

十
日
町

特急148分 80分

JR線
北越北線
～JR線

直
江
津

スーパー特急

　103分

55分

27分

3時間48分

2時間38分
（1時間10分短縮）

2時間10分
（1時間38分短縮）

※乗換に必要な時間は含んでいません。

　4月15日から北越北線の電線に電気

を送り始めました。

　この電気は、1500Vや6600Vの強い

電気なので大変危険です。

　感電事故などを防ぐため、ご協力を

お願いします。

①鉄道用地内に立ち入らない。

②鉄道用地に物を投げ込まない。

③電線に物を近づけない。

④線路付近でタコなど上げない。

⑤タコなどを引っかけた時は、自分で

　取らずに下記まで連絡を。

●日本鉄道建設公団関東支社

　十日町鉄道電気建設所　智52－6219

　六日町指令所　　　盈0257－72－8561

●北越急行㈱開業準備事務所

　業務部工務課　　　智0257－70－2820

ま
つ
だ
い
駅
構
内
で
北
越
北
線
レ
ー
ル
締
結
式

　
思
い
が
け
な
い
春
の
雪
が
降
り
や
み
、
青
空
の
広
が
っ
た
4
月
1
5
日
㈲
、

ま
つ
だ
い
駅
構
内
で
北
越
北
線
の
レ
ー
ル
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

に
は
平
山
県
知
事
を
は
じ
め
、
沿
線
市
町
村
長
、
J
R
、
鉄
道
建
設
公
団

な
ど
建
設
に
携
わ
っ
た
関
係
者
約
1
0
0
大
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
地
元
住
民
約
6
0
0
人
が
見
守
る
中
、
ま
ず
県
知
事
ら
1
0
人

が
最
後
の
ボ
ル
ト
を
「
え
い
、
え
い
」
の
掛
け
声
で
締
め
、
レ
ー
ル
締
結

を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
さ
ら
に
く
す
玉
が
割
ら
れ
、

最
後
に
工
事
用
の
モ
ー
タ
ー
カ
ー
が
連
結
し
た
ば
か
り
の
レ
ー
ル
上
を
走

る
と
、
参
加
者
か
ら
喚
声
と
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
ま
つ
お

　
式
典
後
は
、
松
苧
太
鼓
が
打
ち

鳴
ら
さ
れ
る
中
、
「
ふ
る
さ
と
会
館
」

を
会
場
に
盛
大
な
祝
賀
会
が
行
わ

れ
、
住
民
に
升
酒
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　
送
電
に
続
き
全
線
で
の
レ
ー
ル

締
結
と
、
北
越
北
線
は
来
年
3
月

の
開
通
に
向
け
急
ピ
ッ
チ
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は

完
成
し
た
普
通
電
車
や
ス
ー
パ
ー

特
急
の
試
運
転
が
行
わ
れ
ま
す
。

，
婆
迦
・
、
x

臼露ウ’遮潤■■卿ー

の走行
■■■■■團黙畷，螺瀟・　論照癌F鯉

工事用モーター
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ス
ー
パ
ー
特
急
の
停
車
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト

　
　
鉄
道
の
開
通
に
よ
る
時
間
短
縮
効
果
（
一
次
効
果
）
の
ほ
か
、
地
域
の
自
助
努
力
で
、
次
の
よ
う
な
二
次
的

　
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
「
北
越
北
線
利
用
促
進
方
策
等
に
関
す
る
調
査
」
よ
り
）

①
商
　
業

．
大
都
市
圏
が
身
近
に
な
る
と
消
費

　
者
二
ー
ズ
に
変
化
が
起
こ
る
。
地

　
域
商
店
街
は
サ
ー
ビ
ス
の
レ
ベ
ル

　
ア
ッ
プ
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
展
開

　
し
活
気
を
も
た
ら
す
。

．
駅
周
辺
の
再
開
発
が
誘
発
さ
れ
て

　
新
た
な
商
業
地
区
が
出
現
し
、
多

　
極
的
商
業
構
造
が
形
成
さ
れ
る
。

②
工
業
・
研
究
機
関

．
物
流
を
伴
わ
な
い
ソ
フ
ト
ゥ
ェ
ァ

　
開
発
業
種
な
ど
の
流
入
や
、
研
究

　
所
立
地
の
可
能
性
が
発
生
す
る
。

③
業
務
機
能

．
首
都
圏
と
の
時
問
短
縮
に
よ
り
、

　
事
務
所
や
事
業
所
の
新
設
、
機
能

　
強
化
が
活
発
化
す
る
。

．
出
張
先
で
の
滞
在
時
間
が
拡
大
し

　
て
行
動
範
囲
が
広
が
る
。

．
日
帰
り
圏
が
拡
大
し
、
ビ
ジ
ネ
ス

　
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
や
業
務
の
効
率

　
化
が
期
待
で
き
る
。

④
観
　
光

．
首
都
圏
、
関
西
圏
か
ら
の
入
り
込

　
み
が
増
え
、
観
光
商
圏
が
拡
大
す

　
る
。
特
に
北
陸
圏
は
新
た
な
観
光

　
商
圏
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
り
う
る
。

．
自
治
体
や
民
間
に
よ
り
観
光
開
発

が
促
進
さ
れ
、
潜
在
的
な
集
客
資

源
の
発
掘
が
進
む
。
ま
た
、
宿
泊

施
設
の
充
実
が
促
進
さ
れ
る
。

・
ソ
フ
ト
事
業
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
都
市
圏
の
人
々
を
迎
え
る
活

動
を
展
開
す
る
中
で
、
住
民
の
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
が
向
上
す
る
。

①
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能
の
充
実

．
駅
に
広
域
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
拠
点

　
と
し
て
の
重
要
性
が
増
し
、
駅
周

　
辺
整
備
が
進
め
ら
れ
る
。

．
駅
周
辺
で
は
地
下
道
や
ア
ー
ケ
ー

　
ド
な
ど
、
徒
歩
交
通
を
重
視
し
た

　
基
盤
整
備
や
鉄
道
利
用
促
進
の
た

　
め
駐
車
場
が
整
備
さ
れ
る
。

②
道
路
整
備
の
促
進

．
駅
と
周
辺
地
域
と
の
ア
ク
セ
ス
道

　
路
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
特
に
放

　
射
状
道
路
の
整
備
が
促
進
さ
れ
る
。

①
心
理
面
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

．
東
京
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う

　
に
な
り
、
大
都
市
圏
へ
の
コ
ン
プ

　
レ
ッ
ク
ス
が
解
消
さ
れ
る
。

．
首
都
圏
が
近
く
な
る
た
め
、
「
東
京

　
に
行
き
た
い
」
若
者
の
意
識
に
一

　
定
の
歯
止
め
を
か
け
、
新
卒
者
の

　
東
京
へ
の
流
出
が
鈍
化
す
る
。

②
通
勤
形
態
の
多
様
化

．
短
時
問
で
の
長
距
離
移
動
や
到
着

　
時
問
が
確
実
と
な
り
、
ス
ー
パ
ー

　
特
急
に
よ
る
遠
距
離
通
勤
な
ど
、

　
新
た
な
通
勤
形
態
が
発
生
す
る
。

③
文
化
活
動
の
充
実

．
大
都
市
圏
か
ら
音
楽
家
や
劇
団
な

　
ど
の
芸
術
活
動
家
の
来
訪
が
容
易

　
に
な
り
、
地
域
の
人
々
が
文
化
活

　
動
に
触
れ
る
機
会
が
増
加
す
る
。

．
商
圏
拡
大
に
よ
り
音
楽
ホ
ー
ル
や

美
術
館
の
立
地
が
促
進
さ
れ
る
。

スーパー特急の十日町駅停車が地域に及ぽす経済効果の試算

項　　　目
スーパー特急が

停車する場合①

スーノ船特急が停

車しない場合② ①一②

観　光　収　入　増 113億円／年 53億円／年 60億円／年

観光による波及効果 271億円／年 127億円／年 144億円／年

観光施設整備による波及効果 105億円 41億円 64億円

製造品出荷増額 279億円／年 216億円／年 63億円／年

商業年間販売増額 390億円／年 299億円／年 91億円／年

（※①の駅勢圏（影響範囲）は、7市町村（十日町市・川西町・津南町・中里村・松代町・松之山町・高柳町）

※②の駅勢圏（影響範囲）は、4市町村（十日町市・川西町・津南町・中里村）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料＝北越北線十日町駅需要予測調査

■
■

＝

　北越北線十日町駅西口広場の整備が

ほぽ終了し、モニュメントの除幕式が

行われます。きものまつりにお出かけ

の際、お立ち寄りください。

●と　き二5月3日働

　　　　　午前10時～10時40分

●ところ：十日町駅西口広場内

　　　　　　（稲荷町3丁目南）

●制作者：藤巻秀正氏

●作品名1「大地の響」

※当日は、アトラクションとして吉田

　小学校児童による「あすなろ太鼓」

　が披露されます。

※なお、駅東西連絡地下道は内装工事

が終了していませんが、午前9時～正

午まで臨時通行できるようにする予

定です。

ス
ー
パ
ー
特
急
の
車
両
を
紹
介
し
ま
す

　
北
越
急
行
㈱
で
は
、
金
沢
駅
か
ら
北
越
北
線
経
由
で
越
後
湯
沢
駅
ま
で

を
直
通
運
行
す
る
ス
ー
パ
ー
特
急
と
し
て
、
サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
型
の
電
車

を
9
両
2
編
成
製
作
し
、
投
入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

o
車
両
編
成
　
6
両
＋
3
両
の
分
割
併
合
編
成
で
、
6
号
車
と
の
先
頭
部

　
に
は
常
時
貫
通
式
の
貫
通
運
転
台
付
車
両
を
組
み
込
ん
で
い
ま
す
。
定

　
員
は
、
普
通
車
4
9
8
名
、
グ
リ
ー
ン
車
3
6
名
の
合
計
5
3
4
名
と
な

　
っ
て
い
ま
す
。

o
高
速
性
能
　
車
両
の
軽
量
化
や
出
力
向
上
に
よ
り
1
6
0
キ
。
運
転
が
可

能
で
す
。

　
　
ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
内
の
高
速

運
転
に
配
慮
し
た
機
密
対
策
や

雪
対
策
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

o
車
内
サ
ー
ビ
ス
　
グ
リ
ー
ン
車

　
で
は
、
各
席
に
液
晶
テ
レ
ビ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

デ
ィ
オ
・
ラ
ジ
オ
サ
ー
ビ
ス
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ

行
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
イ
ク
ア

を
設
置
し
、
車
内
販
売
の
ほ
か

に
利
用
で
き
ま
す
。
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卜

堀　　靖子さん
（西小学校教諭）

十
日
町
で

　
教
員
と
し
て
の

　
　
　
　
第
一
歩

　十日町市の印象は市全体が、またそ

こに住んでいる人たちが皆、温かく優

しいということです。この十日町市で

教員としてスタートできることは、と

ても幸せなことだと思います。常に子

供たちの目の高さで物事を考えられる

教師になりたいと思います。日々子供

とともに学び、子供とともに成長して

いきたいです。

醒

，で

　3月、4月は1年の中でも最も転出入の多い時期。今年もた

くさんの転入者の方が市内に赴任しました。

　見知らぬ土地での生活は不便なもの。ここに住む私たちとし

ては、転入者の皆さんに温かく接してあげたいものです。

　19日㈹に行われた「転入者の集い」に参加された方々の中か

ら14人に十，日町市の第一印象と新任地での抱負をお寄せいただ

きました。町で見かけたら一声かけてください。

新生「十日町」に

　　　　　期待します

　　柏戸房夫さん

「古さから新しさ」に変わる時期にあるとを思います。ほ

くほく線の開業に伴う交通網の拡充、大型リゾートの開場

による人々の交流など、新しい息吹を直に感じます。今こ

そ若い力とチャレンジ精神で「経済都市十日町」を創造す

るチャンス、大いに期待します。

来年の
「雪まつり」が楽しみ

　　矢島眞由美さん
　　　（十日町市役所）

　私の出身地長岡も雪が多いです。

でも、十日町はさらにその上を行

くといった印象を受けました。今から「雪まつり」が楽し

みです。看護婦として働いてから今の保健婦の仕事に就き

ました。子供からお年寄りまで幅広く接して、十日町市の

皆さんと一緒に健康づくりを考えていきたいと思っていま

す。よろしくお願いします。

田代容子さん
（赤倉小学校教諭）

心
温
か
な
人
た
ち
に

　
　
囲
ま
れ
て

　十日町市は、ゆるやかな起伏の多い

町。この道沿にガス灯のようなオレン

ジ色の明かりが灯るころ、4月の雪が

静かに降り続く様は、幻想の世界を見

るようでした。

　風情ある町に温かく迎えていただき

感謝しております。新しい人との巡り

合い、触れ合いを大切にして、少しで

も地域のお役に立てればと思います。

　　　　

田中幸二さん
（北越銀行勤務）

雪
、
着
物
、

十
日
町
美
人
の
ま
ち

　十日町市に転勤が決まった時、頭に

浮かんだイメージは、雪、着物、十日

町美人といったところでしょうか。実

際に受けた第一印象もイメージどおり

という感じでした。

　今後は、この十日町市で仕事に遊び

に一生懸命やっていきたいと思ってい

ます。皆さんどうぞよろしくお願いし

ます。

中村　薫さん
（馬場小学校珠田分校教諭）

向
か
い
合
い
、

触
れ
合
い
を
大
切
に

　本当に雪が多いんですね。珠川は今

でも140cm位の積雪があります。また、

雪の量と同じ位、心の温かい人たちが

いらっしゃると思います。横断中、車

に乗った人が会釈をしてくれたり、新

潟では考えられません。大規模校から

小規模校への転勤、受け持っている1

年生は2人です。向かい合い、触れ合

いを大切にがんばりたいと思います。
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十
日
町
の

　
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

　
　
　
吸
収
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
瀦
ん
務

　
　
　
　
　
　
　
勤

　
　
　
　
　
　
さ
所

　
　
　
　
　
　
　
土
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
．
灘
　
　
　
町

　
　
　
　
　
、
．
㌦
近
佃

　
　
　
　
　
　
　
（

　雪の存在感の大きさ、肌にささるほ

どの朝晩の冷え込みの厳しさ、残雪の

山に沈む夕日の美しさ、これらが十日

町の第一印象です。十日町も仕事も私

にとってすべてが初めてのことで、早

く仕事を覚えなければという思いで一

杯です。いずれは、十日町の隅々まで

歩き回り、十日町のあらゆるものを吸

収していきたいと思います。

安
全
で
住
み
良
い

　
　
ま
ち
づ
く
り
を

　
　
癬
』
赫

　
　
　
、
網
㈱
　「雪ときものの町十日町」に赴任し

て1か月が過ぎようとしています。私

も栃尾に生まれ育ち、雪には慣れてい

るつもりでしたが、4月に入っても降

り続く雪には驚いています。市民の協

力をお願いしながら、「家族の不幸を招

く」交通事故を1件でも防止し、「事故

のない安全で住み良い十日町」にする

ようがんばります。

森田千佳子さん
（八箇小学校教諭）

新
任
地
で

　
ゼ
ロ
か
ら
出
発

　この4月から八箇小学校にお世話に

なっています。最初に訪れた日の雪の

多さは今でも忘れられません。でも、

その雪をも解かすような子供たちの明

るさ。「こんにちは」の元気な声。とて

もうれしくなりました。初めての小規

模校勤務なので、すべてが新しく感じ

られます。ゼロからの出発のつもりで

がんばりたいと思います。

謡酷幽

　　　　　び
風光明媚なまち

　　　　　　　十日町

　　磯西靖宏さん
　　　（第四銀行勤務）

　3月初めに十日町市に赴任しま

した。ずっと新潟勤務で初めての

転勤が十日町市でした。4月に入っても雪が降るのでびっ

くりしています。でも、除雪体制はしっかりしているし、

不便は感じませんね。豊かな自然と温かい人たち、風光明

媚な町だと思います。地域の方々と仲良くさせてもらい、

良い思い出を作りたいと考えています。

美しいな、来てよかったな

　　佐藤陽子さん
　　（十日町中学校教諭）

横浜出身ですが、新潟の豊かな

自然環境にあこがれてやってきま

した。あまりの雪の多さに不安に

なりましたが、真っ白い帽子をかぶっているような山、ふ

わふわの綿がついたツリーのような木を見ると「美しいな、

来てよかったな」と思います。生徒はとても親切で、方言、

卓球、土地などを教えてくれます。互いに教え合いながら、

ともに成長していきたいです。

五十嵐　功さん
（北越銀行勤務）

家
族
と
と
も
に

生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ

　三条市から転入してきました。雪が

降って雪におおわれた十日町市を見て、

雪ときものの十日町の看板どおり「し

っとりと落ち着いたまちだな」と感じ

ました。また、市役所での転入手続き

では、親切な対応にびっくり。すばら

しい町だと思いました。家族とともに、

十日町市での生活を楽しんでいこうと

思います。

安中美香さん
（吉田中学校教諭）

　精自
“＿分

え確
ば　に
り
ま
す

　はじめまして……。4月から吉田中

学校にお世話になっています。出身が

十日町市の隣の隣にある高柳町で、小

さなころから十日町のことはよく知っ

ていたので、第一印象と言ってもちょ

っと浮かんできません。ごめんなさい。

教員になって4年目、まだまだ未熟者

ですが自分なりに精一杯やりたいと思

います。よろしくお願いします。

　　　ずれ　　　　ま　　　　灘麟

誕覇』
笹川正樹さん
（新潟中央銀行勤務）

豪
雪
直
後
、

ち
ょ
っ
と
不
安
で
し
た

　埼玉県大宮市から2月初旬に家族3

人で引っ越してきました。来た時はま

さに豪雪の直後で、自分の住む家の1

階部分も見えず、本当にこの雪の中で

仕事をしなければならないのかと不安

になりました。しかし、十日町市は都

会とは違う人の心の温かさを感じさせ

てくれる町です。営業活動をしながら

切に感じます。
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■問い合わせ　税務課

資産税係（智57－3111

内線180）へ。

＊＊＊個人住民税の均等割、長期譲渡所得に対する税率の見直し、

　　　　　　　　　固定資産税の課税標準割に臨時特例など＊＊＊

　
4
月
1
日
か
ら
地
方
税
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
8
年
度
の

課
税
標
準
に
臨
時
特
例

　
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
平
成

8
年
度
に
限
り
、
現
行
の
各
種
負
担

調
整
措
置
に
加
え
、
地
価
の
下
落
に

対
応
す
る
た
め
、
評
価
の
上
昇
率
に

応
じ
た
臨
時
的
な
課
税
標
準
の
特
例

措
置
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
特
例
措
置
の
内
容
は
宅
地
及
び
宅

地
比
準
土
地
で
、
評
価
の
上
昇
率
に

よ
り
次
の
3
区
分
に
な
り
ま
す
。

①
2
・
3
倍
を
超
え
、
4
・
8
倍
以

　
下
の
も
の
は
課
税
標
準
額
を
価
格

　
の
4
分
の
3
に
す
る
。

②
4
・
8
倍
を
超
え
、
6
倍
以
下
の

　
も
の
は
課
税
標
準
額
を
価
格
の
5

　
分
の
3
に
す
る
。

③
6
倍
を
超
え
る
も
の
は
課
税
標
準

　
額
を
2
分
の
ー
に
す
る
。

　
こ
の
特
例
措
置
に
よ
り
、
固
定
資

産
税
の
負
担
調
整
率
の
適
用
は
表
1

の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

個
人
住
民
税
（
市
・
県
民
税
）

◆
均
等
割

　
8
年
度
か
ら
均
等
割
が
次
の
よ
う

に
変
わ
り
ま
す
。

市
民
税
　
千
5
百
円
↓
2
千
円

　
県
民
税
　
7
百
円
↓
千
円

◆
特
別
減
税

　
8
年
度
限
り
の
特
別
措
置
と
し
て
、

個
人
住
民
税
の
1
5
％
相
当
額
（
市
・

県
民
税
を
合
わ
せ
て
2
万
円
が
限
度
）

の
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

《
実
施
方
法
》

給
与
所
得
者
…
6
月
は
徴
収
を
し
な

い
で
、
特
別
減
税
額
控
除
後
の
年
税

額
を
7
月
か
ら
翌
年
5
月
ま
で
の
1
1

か
月
で
徴
収
し
ま
す
。

事
業
者
・
公
的
年
金
受
給
者
…
6
月

分
（
第
1
期
）
の
納
付
に
お
い
て
、

特
別
減
税
額
を
控
除
し
ま
す
。

◆
長
期
譲
渡
所
得
に
対
す
る

　
　
個
人
住
民
税
の
税
率
の
見
直
し

〈表1〉臨時特例後の固定続産税の負担調整率

　
土
地
等
の
長
期
譲
渡
所
得
に
か
か

る
個
人
の
住
民
税
の
税
率
が
表
2
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

※
8
年
1
月
1
日
以
後
に
行
う
土
地

　
等
の
譲
渡
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
9
年
度
分
の
個
人
住
民
税
か
ら
適

　
用
さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
税
が

　
　
　
減
免
に
な
り
ま
す

　
身
体
ま
た
は
精
神
に
一
定
の
障
害

が
あ
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
連
絡
の
上
、
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
申
請
期
問

　
5
月
1
6
日
㈲
～
2
4
日
働
ま
で

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・

区
分

上　　昇　　割　　合 平　成

7年度
平　成

8年度

住
　
宅
　
用
　
地

3．6倍以下のもの
1．05 1，025

3．6倍を超え、4．8倍以下のもの

4．8倍を超え、6．75倍以下のもの

1，075 1．05
6．75倍を超え、15倍以下のもの

15倍を超え、18倍以下のもの 1．1 1，075

18倍を超え、30倍以下のもの 1．15 1．1

30倍を超えるもの 1．2 1．15

非
住
宅
用
地

2．4倍以下のもの
1．05 1，025

2．4倍を超え、3．2倍以下のもの

3．2倍を超え、4．5倍以下のもの
1，075 1．05

4．5倍を超え、10倍以下のもの

10倍を超え、12倍以下のもの 1．1 1，075

12倍を超え、18倍以下のもの
1．15 1．1

18倍を超え、20倍以下のもの

20倍を超え、36倍以下のもの 1．2 1．15

36倍を超えるもの 1．25 1．2

〈表2〉住民税の税率

　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
ま
た

　
は
患
者
票
等

②
運
転
免
許
証
（
障
害
者
の
運
転
免

　
許
証
が
な
く
生
計
を
一
に
す
る
人

　
が
運
転
す
る
場
合
は
、
そ
の
人
の

　
運
転
免
許
証
）

③
印
　
鑑

④
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

◆
そ
の
他

　
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
（
県

税
）
に
つ
い
て
も
同
様

現　　　　　　行 改　　　　正　　　　後
特別控除後の譲渡益 税　　　率 特別控除後の譲渡益 税　　　率

4，000万円以下

　　　　の部分

市民税　　5．5％
県民税　　　2％
（参考）所得税25％

4，000万円以下

　　　　の部分

市民税　　　4％
県民税　　　2％
（参考）所得税20％

4，000万円超

　　　　の部分

市民税　　6．0％
県民税　　　3％
（参考）所得税30％

4，000万円超
8，000万円以下
　　　　の部分

市民税　　5．5％
県民税　　　2％
（参考）所得税25％

8，000万円超

　　　　の部分

市民税　　　6％
県民税　　　3％
（参考）所得税30％
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椰

興曲』

　
　
　
　
　
鑛

　
　
欄
縫
・

礎
蔭
講
騨
墾
藩
署
の
き
も
の
ラ
イ
フ
支
援

　
　
　
　
　
　
難
繍
継
月
町
き
も
の
総
合
求
評
会

　
　
　
　
　
　
　
　
］
　
霧
驚
鞠
騎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
う
と
と
も
に
す
で
に
販
売
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
内
で
は
初
の
お
披
露
目
と
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
「
散
歩
着
」
。
会
場
中
央
部
の
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
ど
を
使
い
、
約
5
0
点
の
「
散
歩
着
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
展
示
し
た
こ
と
か
ら
も
、
業
界
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　
「
％
十
日
町
き
も
の
総
合
求
評
会
」

が
4
月
1
0
日
㈱
～
1
4
日
㈲
ま
で
の
5

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
期
問
中
の
1
3
日
ω
、
1
4
日
㈲
に

は
総
合
体
育
館
を
会
場
に
一
般
（
市

民
）
公
開
も
行
わ
れ
、
約
3
千
人
の

入
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
生
活
者
の
き

も
の
ラ
イ
フ
を
支
援
す
る
」
と
い
う

も
の
で
、
各
社
ご
と
に
「
ど
う
い
う

生
活
者
」
の
「
ど
う
い
う
き
も
の
ラ

イ
フ
」
を
支
援
す
る
か
を
明
確
に
打

ち
出
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
従
来
の

フ
ォ
ー
マ
ル
一
辺
倒
か
ら
、
生
活
者

の
立
場
に
立
っ
た
安
価
で
タ
ウ
ン
・

カ
ジ
ュ
ア
ル
着
と
も
言
え
る
「
散
歩

着
」
の
提
案
・
発
表
が
行
わ
れ
た
こ

と
が
特
色
で
す
。

　
こ
の
「
散
歩
着
」
は
、
先
月
7
日

～
1
3
日
ま
で
東
京
新
宿
の
伊
勢
丹
を

会
場
に
、
わ
た
せ
せ
い
ぞ
う
作
の
人

気
ま
ん
が
に
登
場
す
る
着
物
美
人

「
散
歩
着
」
に
カ
け
る
強
い
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
来
場

者
に
「
散
歩
着
」
の
人
気
コ
ン
テ
ス

〈きもの総合求評会での人気投票結果〉

灘
第2位（89票）第1位（102票）

ト
を
す
る
な
ど
、
市
場
調
査
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
首
都
圏
を
中

心
に
人
気
は
上
々
で
、
産
地
の
売
上

額
増
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
期
待
が

か
か
り
ま
す
。

第5位（71票）第4位（74票）第3位（88票）

国
勢
調
査
功
労
で
総
務
庁
長
冒
表
彰
受
賞

　
平
成
7
年
国
勢
調
査
の
功
労
者
と

し
て
、
4
月
8
日
㈲
市
長
室
に
お
い

て
、
庭
野
榮
松
さ
ん
、
福
崎
正
幸
さ

ん
に
そ
れ
ぞ
れ
、
総
務
庁
長
官
表
彰

が
本
田
市
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
庭
野
さ
ん
は
昭
和
3
5
年
か
ら
連
続

8
回
、
福
崎
さ
ん
は
4
0
年
か
ら
連
続

7
回
に
わ
た
り
国
勢
調
査
の
調
査
員

と
し
て
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
お
二
人

と
も
調
査
の
趣
旨
・
方
法
を
正
し
く

理
解
さ
れ
、
常
に
正
確
な
調
査
を
実

施
、
他
の
調
査
員
の
模
範
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
こ
れ
ら
の
功
績
が

認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

庭野榮松さん
（菅沼・67歳）

福崎正幸さん
　（田麦・63歳）

十
日
町
総
合
高
校
8
年
度
学
校
開
放
講
座

　
十
日
町
総
合
高
校
で
は
、
な
じ
み

の
深
い
草
花
を
バ
イ
テ
ク
技
術
で
増

殖
さ
せ
る
技
術
を
取
得
す
る
「
花
の

バ
イ
オ
技
術
基
礎
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

■
日
　
時
　
6
月
1
日
ω
、
7
月
6

　
日
㈹
、
9
月
7
日
㈹
、
1
0
月
5
日

　
㈹
、
1
1
月
2
日
ω
、
各
回
と
も
午

後
1
時
～
5
時

■
場
　
所
　
十
日
町
総
合
高
校
（
生

物
工
学
実
習
室
）

■
内
　
容
　
ユ
リ
、
ラ
ン
な
ど
草
花

　
の
組
織
培
養
に
よ
る
増
殖

ロ
担
　
当
　
十
日
町
総
合
高
校
（
生

物
生
産
系
列
職
員
）

■
参
加
費
　
5
百
円
（
5
回
分
、
第

1
回
目
に
徴
収
し
ま
す
）

■
申
し
込
み
　
5
月
1
5
日
㈱
ま
で
に
、

　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
（
〒
圏
十

日
町
市
高
山
4
6
1
番
地
　
十
日

町
総
合
高
校
学
校
開
放
講
座
係
智

52

1
3
1
8
6
）
へ
。
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魍
灘
　
嚢

　
　
　
葉
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TOKAMACHI
まちの声　みんなの声

　
麟
　
　
　
　
　
　
き

　
難
蘇
艦
　
羅

騰
甕
麟
、

騰
灘
難
．
搬

　
　
難
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
響
醗

難
灘
　
　
　

　
　
灘
　
鞭

き
も
の
ま
つ
り
は

　
　
　
　
　
　
コ
モ
通
り
へ

　
　
　
　
ハ

、
褻
．
’

樋ロ泰浩さん
　（高田町1）

　
雪
が
解
け
て
、
だ
ん
だ
ん
と
暖
か

く
な
る
こ
の
時
期
。
フ
キ
ノ
ト
ウ
を

は
じ
め
と
し
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

山
菜
の
便
り
が
聞
か
れ
る
時
で
す
。

周
り
の
人
々
も
苦
し
い
雪
の
中
の
生

活
か
ら
解
放
さ
れ
、
や
る
気
と
活
気

と
元
気
の
出
る
時
期
で
す
。

　
さ
て
、
き
も
の
ま
つ
り
が
近
づ
く

と
、
今
年
は
何
を
し
よ
う
か
な
と
考

え
ま
す
。

　
コ
モ
通
り
で
は
、
今
ま
で
青
年
部

と
い
う
組
織
を
中
心
に
、
い
ろ
ん
な

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
通
り
の
傾
斜
を
利
用
し
た
“
そ
う

　縫
　

譲

鯉

　　　　　　　　●

今月のテーマは「ゴールデンウィーク

にこんな所に行ってみよう」です。

　　　　　「市報に一雷』

　4月10日号から大きさとデザインを

一新した市報について、皆さんのご意

見をお寄せください。

◆投稿される方へ　はがきや来庁など

　いずれの方法でも構いません。なお

　誌上匿名は構いませんが、お名前、

　住所、電話番号だけは明記してくだ

　さい。

◆送付先　5月10日働までに企画人事

　課広報広聴係（〒948十日町市千歳町

　3－3　智57－3111内線213）

め
ん
流
し
”
な
ど
は
皆
さ
ん
の
記
憶

の
中
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
毎
年
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
無
い
知
恵
を
紋
り
、
精
、
一
杯

の
予
算
で
企
画
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
さ
て
今
年
は
“
そ
う
め
ん
流
し
”

を
卒
業
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
も
っ

と
イ
タ
リ
ア
色
の
演
出
で
き
る
も
の

を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
ス
パ
ゲ

ッ
テ
ィ
か
ら
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　
以
上
は
ほ
と
ん
ど
宣
伝
め
い
た
文

章
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ

皆
さ
ん
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
今
年
は
き
も
の
ま
つ

り
に
関
す
る
ツ
ア
ー
が
あ
る
と
テ
レ

ビ
で
P
R
を
し
て
い
ま
し
た
。
県
内
、

県
外
か
ら
の
お
客
様
に
は
に
ぎ
や
か

さ
を
演
出
す
る
う
え
で
い
い
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　
各
方
面
や
各
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
で

市
民
の
人
た
ち
は
結
構
楽
し
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
残
る
は
市
外
か
ら
の
お
客
様
に
、

き
も
の
ま
つ
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
企
画
を
、
し
か
る
べ
き
団
体
や

企
業
が
盛
ん
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
や
は
り
き
も
の

の
産
地
な
の
で
す
か
ら
、
開
か
れ
た

“
き
も
の
産
直
市
”
な
ど
い
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

難調麗響零壁灘鍛麺■■醗灘・
大勢の人が楽しんだ昨年のそうめん流し

①

．」羅轡
　　いちぱんいいて

東京都江戸川区西小岩2－20－14（市内本町4丁目出身・63歳）

小川創市（旧米吉）さん

　（大好き十日町会会員）

瞭　　
議

》
　
垂
苓

嚢

・
叢

　
今
か
ら
5
0
年
も
前
、
1
5
歳
で
上
京
し
た
こ
ろ
、

十
日
町
と
い
う
と
田
舎
者
扱
い
を
さ
れ
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
自
然
破
壊
が
広
が
り
人
類
の

存
続
さ
え
危
ぶ
ま
れ
る
昨
今
、
自
然
に
親
し
み

自
然
と
の
共
存
共
栄
を
図
る
と
い
う
こ
れ
か
ら

の
人
類
の
目
指
す
べ
き
姿
を
、
わ
が
郷
土
で
は

は
る
か
昔
か
ら
先
取
り
し
今
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
子
供
時
代
は
、
川
や
野
山
を
毎
日
の
よ
う
に

裸
足
で
駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に
郷
土
の

「
水
」
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
が
多
く
、
近
く
の

山
に
湧
き
出
る
清
水
を
、
腹
い
っ
ぱ
い
飲
ん
で

い
た
こ
と
や
川
辺
で
鮒
や
鯉
等
を
捕
っ
て
い
た

こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　
冬
の
豪
雪
に
よ
っ
て
満
々
と
蓄
え
ら
れ
る
雪

解
け
水
と
そ
の
風
土
は
、
日
本
一
お
い
し
い
お

米
・
魚
沼
米
や
誉
れ
高
き
地
酒
の
数
々
を
生
み

出
し
、
山
の
大
地
に
染
み
渡
っ
た
清
水
は
豊
富

な
山
菜
を
育
み
ま
す
。

　
そ
し
て
私
は
、
生
命
に
と
っ
て
理
想
的
な
水

を
作
る
会
社
「
水
作
」
株
式
会
社
を
興
こ
し
た

の
で
す
。
一
昨
年
、
宇
宙
環
境
で
の
メ
ダ
カ
の

ふ
化
に
世
界
で
初
め
て
成
功
し
た
東
大
の
研
究

所
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
水
作
エ
イ
ト
」
は
弊

社
の
開
発
商
品
で
あ
り
、
現
在
太
子
堂
の
工
場

で
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
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塩
之
又
森
林
公
園
に

ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い

　
匿
名
希
　
望

　
　
　
　
　
　
　
（
六
箇
地
区
男
性
）

　
今
年
の
冬
は
1
0
年
ぶ
り
の
大
雪
。

そ
し
て
4
月
に
入
っ
て
か
ら
も
時
々

雪
が
降
り
、
1
2
・
1
3
日
に
は
春
に
は

珍
し
く
、
ま
と
ま
っ
た
雪
が
降
り
ま

し
た
。
雪
解
け
も
遅
く
な
り
、
春
の

農
作
業
に
も
支
障
が
で
て
い
る
の
が

気
が
か
り
で
す
。

　
さ
て
、
私
の
暮
ら
す
六
箇
地
区
の

奥
、
塩
ノ
又
集
落
に
は
塩
之
又
森
林

公
園
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
5
月
2
日

に
は
「
塩
之
又
山
菜
ま
つ
り
」
が
、

こ
の
公
園
で
開
か
れ
ま
す
。
毎
年
遠

く
は
東
京
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
大

勢
の
お
客
さ
ま
が
お
見
え
に
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
市
民
の
方
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

　
昨
年
は
残
雪
の
中
1
2
0
人
が
参

加
し
、
採
れ
た
て
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
の

て
ん
ぷ
ら
や
、
コ
ゴ
ミ
の
あ
え
物
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

山
菜
ば
か
り
で
な
く
十
日
町
生
ま
れ

の
地
酒
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お
に
ぎ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ち

も
味
わ
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
餅

つ
き
に
参
加
し
て
も
ら
っ
た
り
、
カ

ラ
オ
ケ
を
歌
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
な

が
ら
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
も

ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
今
年
の

申
し
込
み
は
4
月
2
6
日
樹
ま
で
で
す

が
、
少
し
席
が
空
い
て
い
ま
す
の
で
、

急
い
で
市
農
林
課
林
政
農
災
係
（
智

57

1
3
1
1
1
）
に
問
い
合
せ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
塩
之
又
森
林
公
園
は
山
菜

ま
つ
り
ば
か
り
で
な
く
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
（
全
天
候
型
2
面
・
準
天
候
型

2
面
）
、
ト
リ
ム
コ
ー
ス
、
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
が
で
き
る
林
間
広
場
、
シ
ャ
ワ

ー
の
で
き
る
管
理
棟
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
仲
間
と
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
林

問
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ん
て
い
う
の

も
良
い
で
す
ね
。
テ
ニ
ス
の
後
、
地

元
の
温
泉
に
つ
か
っ
て
汗
を
流
す
の

も
疲
れ
が
と
れ
ま
す
よ
。
公
園
は
塩

ノ
又
集
落
か
ら
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

に
抜
け
る
途
中
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ド
ラ
イ
ブ
が
て
ら
一
度
立
ち
寄
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
利
用
の
申
し
込
み
や
問
い
合
わ
せ

は
市
農
林
課
林
政
農
災
係
へ
。
六
箇

地
区
民
挙
げ
て
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

自分でついた餅の味は格別

吉
蒼桑ジh

ヴー

グ
個

　
　
　
　
難

7
ー

自士急ハイランドにあるホテルでウェート
コE目レスの仕事をしていたんです。年に2回

くらい休みを取って十日町に帰っていたので

すが、その度に十日町が楽しそうで、ついに

昨年4月に戻って来てしまいました。ここに

は昨年8月から勤めていまする

性簾薯澱写蕪繍1欝
よ。接客に最適）趣味もいろいろなものに挑

戦するのですが、どうも長続きしません。

私器巽嘉藩魏騰号鑓莞幾

もない、子供でもない中途半端な時期。何を

やっていると聞かれてもこれといってない。

でも、毎日が本当に楽しいんです。この楽しい

日々が続く限り青春なんじゃないですか。や

りたいことは山ほどあります。大切なもの（夢

や仲間）も山ほどできました。現在彼を募集中。

※明るい笑顔がすてきな佐藤さんでした。佐藤さんの紹
　　　　　　　かつなが
　介で、次回は鈴木一永さんにバトンタッチ。

　　　講　　　伊“　　　ρ静　　　
謬・

ト　・翻／〆
曳19娩

十
日
町
市
・
東
京
事
務
所

〒
悩

東
京
都
中
央
区
銀
座
4
の
1
0
の
1
2

銀
座
サ
マ
リ
ア
ビ
ル
5
階

暦
0
3
－
3
5
4
6
－
7
2
3
0
（
F
A
X
兼
）

事
務
所
開
設
2
年
目

　
　
情
報
発
信
と
交
流
を
積
極
的
に

　
都
内
は
桜
の
名
所
が
多
い
。
し

か
し
、
名
所
に
限
ら
ず
、
至
る
所

で
き
れ
い
な
桜
を
目
に
し
ま
す
。

花
見
も
盛
ん
で
す
が
、
宴
の
後
の

ご
み
処
理
が
大
変
な
よ
う
で
す
。

ご
み
と
い
え
ば
、
小
さ
な
商
店
街

や
住
宅
街
は
、
朝
の
清
掃
が
行
き

届
い
て
い
ま
す
。
裏
返
せ
ば
、
タ

バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
に
困
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
特
に
住
宅
街
の
分

別
収
集
は
徹
底
し
て
い
ま
す
。
日

刊
紙
の
東
京
版
の
記
事
に
、
職
場

全
員
に
買
物
袋
を
配
り
、
ご
み
の

減
量
化
を
し
て
い
る
例
が
紹
介
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
で
き
そ
う
で
で

き
な
い
か
ら
記
事
に
な
る
の
か
と

も
思
い
ま
す
が
、
理
屈
ぽ
く
考
え

る
こ
と
自
体
、
ご
み
問
題
に
消
極

的
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
事
務
所
も
2
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
名
刺
や

名
簿
の
整
理
を
し
な
が
ら
、
こ
の

1
年
間
を
振
り
返
り
、
情
報
の
収

集
や
発
信
な
ど
が
十
分
だ
っ
た
か

と
反
省
し
て
い
ま
す
。
地
方
小
都

市
の
出
来
事
が
ニ
ュ
ー
ス
に
な
り
、

全
国
を
か
け
巡
る
こ
と
は
滅
多
に

な
い
の
で
、
必
要
な
も
の
は
自
ら
発

信
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地

元
出
身
者
で
も
、
常
日
ご
ろ
地
元
と

の
交
流
が
少
な
い
人
は
、
ま
っ
た
く

と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
十
日
町
の
情

報
を
知
り
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
大
事

業
を
な
ぜ
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か

と
思
う
の
は
、
こ
ち
ら
の
一
方
的
な

都
合
で
す
。
情
報
が
途
絶
え
る
と
、

田
舎
も
時
々
懐
か
し
く
思
う
場
所

に
過
ぎ
な
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
も
何
度
か

こ
の
欄
に
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の

状
況
を
交
流
と
絡
め
て
考
え
る
と
、

大
変
残
念
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
時
に
は
、
田
舎

ど
こ
ろ
で
は
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
長
い
年
月
の
問
に
は
、
そ

う
で
な
い
こ
と
も
多
い
は
ず
で
す
。

出
身
者
や
十
日
町
フ
ァ
ン
と
の
交

流
は
、
大
好
き
十
日
町
会
で
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
が
、
情
報
発
信
は

小
さ
な
単
位
で
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
事

務
所
（
行
政
）
と
し
て
も
、
新
年

度
は
交
流
事
業
に
つ
い
て
、
一
層

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
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相談コーナー

①定例行政相談　　　　5月10日働

②交通事故相談　　　　5月13日（月）

③巡回内職相談　　　　5月17日働

　午前10時～午後3時

　会場：市民相談室

④高年齢者職業相談

　毎週月曜日～金曜日

　午前9時～午後4時

　会場：高年齢者職業相談室

⑤法律相談

　5月9日㈲　高橋信行弁護士

　5月23日㈱　倉重安雄弁護士

　午後1時30分
　会場：市役所市民相談室

　電話で市民課へ予約してください。

くらしに役立つ一

デレホ：：ンガfド

　　翻52－7111

じスサテ

らしのダ

　
・
欝
騨

轟
　
、
戴
驚
か
け
ま
せ
ん
か

講
噌
．

珪第
1
回
十
日
町
市

　
　
　
　
　
　
書
道
協
会
展

雛
日
時
H
5
月
1
9
日
㈲
～
21
日
㈹
午
前
9

時
～
午
後
7
時
（
21
日
の
み
午
後
5
時
ま

で
）
霧
場
所
H
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
（
本

町
5
）
霧
入
場
料
H
無
料
霧
問
合
せ
U
島

田
峰
月
（
川
治
下
町
2
智
57
1
8
5
8
8
）

澤
和
樹
弦
楽
四
重
奏
団

　
　
　
　
　
　
　
　
演
奏
会

霧
日
時
H
5
月
1
4
日
㈹
午
後
7
時
～
（
午

後
6
時
3
0
分
開
場
）
霧
場
所
”
市
民
会
館

ホ
ー
ル
笏
演
奏
曲
目
H
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
弦

楽
四
重
奏
曲
第
1
4
番
ト
短
調
、
ウ
ェ
ー
バ

ー
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重
奏
曲
変
ロ
長
調
ほ

か
雛
入
場
料
H
3
千
円
（
全
席
自
由
）
霧

プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
公
民
館
本
館
、
イ
ト
ー

楽
器
、
丸
久
紙
店

探
鳥
会

雛
日
時
・
場
所
日
5
月
1
0
日
働
午
前
5
時

30
分
～
7
時
30
分
（
集
合
”
土
市
観
泉
院

前
駐
車
場
）
5
月
1
8
日
㈹
午
前
8
時
～
1
0

時
（
集
合
”
野
中
小
学
校
前
）
纏
間
合
せ

11

十
日
町
保
健
所
（
費
5
7
1
2
4
0
0
）

水
沢
中
学
校
（
盈
58
1
2
0
2
4
）
野
中

小
学
校
（
費
58
1
2
5
0
2
）

お
も
ち
ゃ
図
書
館

　
子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

雛
日
時
H
5
月
2
日
㈲
・
1
6
日
㈲
午
前
9

時
3
0
分
～
n
時
3
0
分
霧
場
所
H
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
雛
問
合
せ
“
社
会
福
祉
事
務
所

福
祉
係
5
月
「
子
供
映
写
会
」

影
日
時
H
5
月
11
日
ω
午
前
1
0
時
～
雛
場

所
H
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
雛
内
容
U
が
ん

ば
れ
ス
イ
ミ
ー
（
ア
ニ
メ
）
豆
象
武
勇
伝

　
（
ア
ニ
メ
）
や
え
ち
ゃ
ん
と
わ
た
し
（
劇

映
画
）
霧
入
場
料
H
無
料
膨
問
合
せ
H
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
智
5
7
1
8
9
1
8
）

◆
お
と
ぎ
の
国
美
術
館
（
紙
ね
ん
土
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
傷
日
時
H
5

月
3
日
働
～
5
日
㈲
鯵
場
所
H
ク
ロ
ス
ー
0

3
階
（
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
）
笏
入
場

料
H
無
料
の
問
合
せ
“
お
と
ぎ
工
房
福
崎

礼
子
（
智
5
7
i
O
8
1
3
）

◆
青
い
鳥
郵
便
は
が
き
の
発
行

笏
対
象
者
H
重
度
の
身
体
障
害
者
（
1
級

か
2
級
）
勿
配
布
枚
数
口
一
人
2
0
枚
笏
受

付
期
間
H
5
月
31
日
働
ま
で
笏
申
込
方
法

H
お
近
く
の
郵
便
局
窓
口
に
身
体
障
害
者

手
帳
を
提
示
し
、
所
定
の
用
紙
（
郵
便
局

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
笏
間
合
せ
H
お
近
く
の
郵
便
局

ま
た
は
社
会
福
祉
事
務
所
援
後
係

◆
酒
害
の
相
談

笏
日
時
n
5
月
1
7
日
働
午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
笏
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
問
合

せ
H
十
日
町
保
健
所
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

ま
た
は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
平
成
8
年
調
理
師
試
験

膏

が　灘
、
騨
轡

コ
ー
コ
ー

、
ほ
く
信
く
線
⑲

、
楽
し
み
い
ろ
い
ろ
浦
川
原

　
　
　
　
　
　
（
東
頸
城
郡
浦
川
原
村
）

　
浦
川
原
村
に
は
、
虫
川
大
杉
（
む
し
が
わ
お
お
す
ぎ
）
駅
と
、
う
ら
が

わ
ら
駅
の
二
つ
の
駅
が
で
き
ま
す
。

　
虫
川
大
杉
駅
は
安
塚
町
と
の
境
界
に
近
く
、
駅
前
か
ら
は
虫
川
の
大
杉

が
眺
望
で
き
ま
す
。
こ
の
大
杉
は
樹
齢
千
2
百
年
と
い
わ
れ
て
お
り
、
国

指
定
の
天
然
記
念
物
で
す
。

　
ま
た
、
駅
か
ら
3
キ
ロ
の
と
こ
ろ
に
は
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
広
場
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
な
ど
を
持
つ
、
村
営
霧
ヶ
岳
温
泉
「
ゆ
あ
み
」
が
あ
り

ま
す
。
お
湯
に
つ
か
る
の
も
よ
し
、
子
供
を
遊
ば
せ
た
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
片
手
に
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
り
す
る
の
も
よ
し
と
い
っ
た
施
設
で
す
。

　
ま
た
、
名
物
う
ら
が
わ
ら
ン
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
ア
イ
ス
も
味
わ
え
ま
す
。

　
一
方
、
頸
城
村
寄
り
の
う
ら
が
わ
ら
駅
か
ら
は
、
ー
キ
ロ
ほ
ど
で
保
倉

川
の
桜
づ
つ
み
に
行
く
こ
と
が
で
き
、
春
に
は
桜
が
楽
し
め
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
く

　
そ
の
先
ー
キ
ロ
ほ
ど
の
林
内
に
は
、
木
工
芸
品
の
工
房
「
杢
の
里
」
が

あ
り
、
体
験
工
房
で
は
木
工
芸
品
作
り
に
挑
戦
で
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
同
駅
か

ら
4
キ
ロ
離
れ
た
高

台
に
は
、
上
越
市
が

一
望
で
き
る
山
本
ぶ

ど
う
園
が
あ
り
、
秋

に
は
ぶ
ど
う
を
求
め

る
人
で
に
ぎ
わ
い
ま

す
。
楽
し
み
方
い
ろ

い
ろ
の
浦
川
原
村
へ

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
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⑫
日
時
H
6
月
2
8
日
働
午
後
1
時
～
⑫
場

所
H
六
日
町
商
工
会
館
⑫
必
要
書
類
H
①

受
験
願
書
（
保
健
所
に
あ
り
ま
す
。
1
部

2
百
円
）
②
写
真
（
縦
6
㎝
、
横
4
㎝
、

正
面
、
上
半
身
脱
帽
）
③
調
理
業
務
従
事

証
明
書
（
2
年
以
上
調
理
業
務
経
験
要
）

④
最
終
学
校
の
卒
業
証
明
書
（
中
学
校
以

上
）
⑤
受
験
料
5
千
9
百
円
（
県
収
入
証

紙
で
）
⑫
受
付
期
間
H
5
月
1
3
日
㈲
～
2
0

日
㈲
ま
で
に
十
日
町
保
健
所

◆
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
相
談

⑫
目
時
”
5
月
2
8
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分

～
2
時
3
0
分
（
予
約
制
）
⑫
場
所
”
十
日

町
保
健
所
⑫
そ
の
他
”
電
話
相
談
は
随
時

受
け
付
け
働
問
合
せ
”
十
日
町
保
健
所

◆
ダ
ニ
検
査
に
よ
る
居
住
環
境
相
談

⑫
日
時
”
5
月
1
4
日
㈹
・
2
8
日
㈹
午
前
9

時
～
n
時
⑫
場
所
“
十
日
町
保
健
所
⑫
そ

の
他
H
電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
⑫
問

合
せ
”
十
日
町
保
健
所

◆
山
火
事
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
大
切
な
森
林
資
源
を
守
る
た
め
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
①
た
き
火
は

完
全
に
消
す
②
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
は
投

げ
捨
て
な
い
③
強
風
や
乾
燥
時
に
は
た
き

火
を
し
な
い
④
林
野
な
ど
に
「
火
入
れ
」

を
す
る
と
き
は
、
7
日
前
ま
で
に
農
林
課

林
政
農
災
係
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
公
営
住
宅
入
居
者
募
集

⑫
募
集
住
宅
目
谷
内
丑
市
営
住
宅
B
棟
㎜

号
（
昭
和
6
0
年
建
築
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
）
⑫
問
取
り
0
6
畳
2
室
・
5
畳
1

室
・
ダ
イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン
②
家
賃
”
2

万
6
千
7
百
円
⑫
入
居
条
件
目
家
族
状

況
、
収
入
限
度
額
等
②
募
集
期
問
H
4
月

25
日
㈲
～
5
月
1
5
日
㈱
⑫
問
合
せ
H
建
設

課
克
雪
利
雪
対
策
室
建
築
住
宅
係

◆
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
受
付
開
始

⑫
申
込
資
格
H
十
日
町
市
に
2
年
以
上
在

住
し
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
⑫
用

途
H
市
内
に
住
宅
を
新
築
、
増
改
築
、
修

繕
す
る
た
め
の
資
金
⑫
融
資
額
“
㎜
万
円

～
㎜
万
円
（
1
0
万
円
き
ざ
み
）
の
金
利
“

3
・
9
％
（
固
定
金
利
）
⑫
返
済
期
間
目

5
～
1
0
年
（
元
利
均
等
・
ボ
ー
ナ
ス
併
用

可
）
の
担
保
H
不
要
⑫
保
証
人
”
原
則
不

要
⑫
問
合
せ
H
労
働
金
庫
十
日
町
支
店

（
費
5
7
1
8
3
0
0
）
ま
た
は
商
工
観
光

課
（
盈
5
2
1
5
5
6
9
）

加
し
ま
せ
ん
か

麗
謹
麗
・

す
こ
や
か
栄
養
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

　
自
分
の
健
康
・
家
族
の
健
康
に
興
味
の

あ
る
人
は
受
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
1
0
回

程
度
の
講
習
を
受
け
た
後
、
地
域
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
い
ま
す
。
雛
日
時
”
5
月

13
日
㈲
～
1
2
月
ま
で
月
1
回
程
度
で
約
1
0

回
実
施
雛
場
所
H
十
日
町
保
健
所
獲
対
象

目
5
5
歳
ま
で
の
人
で
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

地
域
活
動
に
参
加
で
き
る
人
徽
定
員
”
1
5

人
程
度
（
受
講
の
可
否
は
後
日
連
絡
し
ま

す
）
雛
参
加
料
“
3
千
5
百
円
（
材
料
費

等
）
灘
申
込
み
“
4
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
保

健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
総
合
体
育
館
・
市
民
体
育
館
の
開
館
日

変
更
〉

　
4
月
の
連
休
か
ら
総
合
体
育
館
・
市
民

体
育
館
と
も
「
祝
日
」
も
開
館
し
ま
す
。

雛
開
館
時
問
H
総
合
体
育
館
午
前
8
時
3
0

分
～
午
後
5
時
、
市
民
体
育
館
午
前
8
時

30
分
～
午
後
9
時
3
0
分
雛
休
館
日
H
毎
月

第
4
火
曜
日
、
年
末
年
始
雛
問
合
せ
”
総

合
体
育
館
（
智
52
i
4
3
7
7
）

〈
屋
外
体
育
施
設
の
オ
ー
プ
ン
〉

　
屋
外
体
育
施
設
の
中
に
は
、
ま
だ
雪
が

残
っ
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。
お
手
数

で
も
オ
ー
プ
ン
時
期
に
つ
い
て
は
、
総
合

体
育
館
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
体
育
施
設
の
無
料
開
放
〉

　
従
来
の
第
4
木
曜
日
無
料
開
放
が
な
く

な
り
、
学
校
週
5
日
制
無
料
開
放
が
行
わ

れ
ま
す
。
篠
開
放
日
H
毎
月
第
2
土
曜
日

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
5
時
雛
対
象
H
小

中
学
生
（
保
護
者
同
伴
の
場
合
は
保
護
者

も
無
料
）
雛
開
放
施
設
口
体
育
課
所
管
の

ほ
と
ん
ど
の
施
設
雛
申
込
み
H
総
合
体
育

館
〈
8
年
度
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
〉

雛
午
前
の
部
H
5
月
7
日
㈹
か
ら
開
始
籔

夜
の
部
H
5
月
9
日
㈲
か
ら
開
始
獲
間
合

せ
H
総
合
体
育
館

〈
十
日
町
オ
ー
プ
ン
ダ
ブ
ル
ス
大
会
〉

籔
日
時
H
5
月
1
2
日
㈲
午
前
9
時
～
籔
場

所
日
総
合
公
園
庭
球
場
雛
種
目
”
一
般
の

部
・
ビ
ギ
ナ
ー
の
部
篠
参
加
料
H
3
千
5

百
円
膨
問
合
せ
H
キ
シ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
岡
本

（
智
52
1
6
1
7
1
）

⑲

老
人
ク
ラ
ブ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
ぞ

　
十
日
町
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
会
員
増
強
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
人
は
誰
で
も
や
が
て
年
老
い
て

い
く
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で

す
。
今
や
「
人
生
8
0
年
時
代
」
の

長
寿
社
会
を
迎
え
ま
し
た
。

　
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
社
会
の
恩
恵

に
感
謝
し
な
が
ら
、
長
い
人
生
を

充
実
し
た
豊
か
な
も
の
に
す
る
た

め
に
、
健
康
で
あ
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら

す
こ
と
が
最
も
大
切
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
よ
り
生
き
生
き
と

し
た
活
力
あ
る
も
の
に
す
る
た
め

に
、
皆
さ
ん
の
知
識
と
経
験
を
老

人
ク
ラ
ブ
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
目
的
は
、
高
齢

者
が
孤
独
感
に
陥
ら
ず
に
楽
し
み

な
が
ら
新
し
い
時
代
感
覚
を
得
て
、

時
代
に
取
り
残
さ
れ
ず
に
自
分
の

能
力
を
発
揮
し
て
社
会
に
尽
く
し
、

生
き
が
い
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、

社
会
奉
仕
、
健
康
、
友
愛
を
三
大

運
動
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
の
三
な
い
運
動
は
、

①
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
　
ω
ぼ

け
な
い
　
⑬
孤
立
し
な
い
、
で
す
。

　
四
つ
の
貯
蓄
は
、
①
健
康
に
な

る
　
⑭
趣
味
が
増
え
る
　
⑥
友
達

が
増
え
る
　
㈲
生
き
が
い
と
し
て

の
仕
事
が
で
き
る
、
で
す
。

　
自
分
の
意
志
で
、
仲
間
と
と
も

に
自
分
な
り
の
人
生
を
演
出
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
旅
行
や
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
楽
し
い
催
し
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

ホテルでの楽しい懇親会（松島にて）
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ヨ
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E
l

〈
硬
式
テ
ニ
ス
基
本
講
習
会
〉

雛
日
時
H
5
月
n
日
～
6
月
1
5
日
の
毎
週

土
曜
日
（
全
6
回
）
午
後
7
時
3
0
分
～
9

時
雛
場
所
”
総
合
体
育
館
繕
参
加
資
格
H

初
心
者
雛
定
員
”
4
0
人
猶
参
加
料
”
3
千

円
獺
問
合
せ
H
キ
シ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
岡
本

〈
硬
式
テ
ニ
ス
講
習
会
〉

雛
日
時
H
5
月
n
日
～
1
0
月
2
6
日
の
第

2
・
第
4
土
曜
日
（
全
1
2
回
）
午
後
2
時

～
雛
場
所
H
総
合
公
園
庭
球
場
雛
参
加
料

H
3
千
円
籔
問
合
せ
H
キ
シ
ノ
ス
ポ
ー
ツ

岡
本〈第

1
3
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
〉

髪
目
時
H
5
月
1
9
日
㈲
午
前
1
0
時
ス
タ
ー

ト
（
9
時
～
受
付
開
始
）
雛
集
合
場
所
口

公
民
館
本
館
霧
参
加
賞
H
全
員
に
あ
り
籔

参
加
料
H
3
百
円
（
保
険
料
）
雛
申
込
方

法
H
ー
チ
ー
ム
5
～
6
人
で
、
所
定
の
申

込
用
紙
（
公
民
館
本
館
に
あ
り
ま
す
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
公
民
館
本
館
へ
籔
問

合
せ
H
佐
野
芳
隆
（
深
雪
町
2
智
5
7
1
5

0
1
2
）

市民体育館・総合体育館《一般》利用日程縛恐1帽
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ボ
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ボ
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ボ
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年
学
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ボ
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～
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7
　
　
　
　
　
　
　
Q
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M
　
　
　
　
　
　
　
M
　
　
　
　
　
　
　
M

D
I
　
　
　
　
　
　
　
P
　
　
　
　
　
　
　
　
D
ー

ア
リ
ー
ナ

屋
外
グ
ラ
ウ
ン
ド

市
民
体
育
館

総
合
体
育
館

一
一

　ゴールデンウィーク、車で出かける時は

ゆとりを持って運転しましょう。

○シートベルトは正しく確実に必ず着用し

ましょう。

　シートベルトは、衝突時の衝撃で頭がフ

ロントガラスにぶつかったり、車外に放り

出されたりするのを確実に防いでくれます。

○子供はチャイルドシートに座らせましょ

う。

　　　　　　　　　　　　　　　◎取り付けは
　G　　　　　　一め　　　なるべく後部座席に◎
　　　　　　　　　　　1　　　　チャイルドシートを選ぶときは、
　　　　　　　　　’　　　　　　「運輸省型式認定品」やJIS認定
　　　　　　　　　　　　　　　品」なら安全性が高いと言えます。
　　　　　　　　　　　　　　　乳児を後ろ向きにするのは、「ブ

鷹離し児）鵜高1な麟季蓼卿漂糖

3月中の交通事故発生状況　　（）累計

難 発盤傑数 灘傷懇数 薇講数

8年 13（38） 17（44） 0（1）
十日町市

7年 12（32） 19（41） 0（0）

團　　　　3月28日午前8時40分ころ下条2　　丁目地内の国道交差点で、63歳男性

の運転する車と21歳男性の運転する車が衝

突するという事故が発生しています。

至
市
街
地

アn道国至
小
千
谷

　セブンイレブン1国道252　ド’ガソリンスタンド

＊運転中は周囲の状況をしっかり確認し、

　ゆとりをもって行動しましょう。

嚇

か
ら
だ
の
柔
軟
度
に
よ
る

　
あ
な
た
の

運
動
不
足
度
チ
ェ
ッ
ク

　
さ
あ
春
で
す
。
冬
ご
も
り
の
影

響
で
運
動
不
足
に
な
っ
て
は
い
ま

せ
ん
か
。

　
日
ご
ろ
か
ら
体
を
動
か
し
て
い

る
か
ど
う
か
は
、
体
の
柔
軟
度
で

も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。

　
運
動
を
し
て
い
な
い
と
全
身
が

コ
チ
コ
チ
に
固
ま
り
、
腰
痛
・
肩

凝
り
や
疲
労
回
復
を
遅
ら
せ
る
原

因
に
も
な
り
ま
す
。

　
下
の
3
種
類
の
ス
ト
レ
ッ
チ
が

キ
ツ
イ
と
感
じ
る
よ
う
な
ら
、
か

な
り
運
動
不
足
の
状
態
で
す
。
運

動
の
前
後
に
行
っ
て
、
ま
ず
は
首

か
ら
背
中
を
徐
々
に
ほ
ぐ
し
ま
し

ょ
う
。

　
さ
あ
春
で
す
。
外
へ
出
て
、
無

理
の
な
い
程
度
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
足
を
動
か
す
気
持
ち
を

持
つ
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

1．ひじがまっすぐ伸びますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

両手を組んで、耳の

後ろから頭のてっぺ

んへ。ひじが楽に伸
びれば、背すじもき

餅美製意糎妻顎写謬

まで。

2．両手のひらが壁‘こつきますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

警喬鯖輸麗　　　ζ6

　　　　　　　　　　　　　ゾが無理なく壁につけ

ば背骨もひじも伸郷霧欝
びています。大きく　　　ろ際霧彰，易

息を吐きながら16呼　　駿灘
間静止。　　　　　　　　　　　’一乃1編

3。反対偵明の肩甲骨が触れますか？

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

無理なく右手が左
の、左手が右の肩甲

灘膿欝葱
肩の血行がよくなっ

てくるのを感じてく
ださい。
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灘
嚢
響

雛㎜糊

極
反
検
査
・
B
C
G
接
種
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
～
忘
れ
な
い
で
受
け
て
く
だ
さ
い
～

響

霧
該
当
す
る
子
供
H
4
歳
未
満
で
平
成
8

年
1
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
供
で
①

今
ま
で
に
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
（
ツ

反
）
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
子
供
②
B
C

G
の
対
象
に
な
っ
た
が
未
接
種
の
子
供

霧
受
け
ら
れ
な
い
子
供
H
①
ポ
リ
オ
、
麻

し
ん
、
風
し
ん
接
種
後
1
か
月
を
経
過
し

て
い
な
い
子
供
②
体
に
広
く
湿
し
ん
の
あ

る
子
供
③
発
熱
し
て
い
た
り
、
著
し
い
栄

　
馨

　
　
養
障
害
の
あ
る
子
供

慣
　
霧
注
意
す
る
こ
と
口
①
「
予
防
接
種

　
　
と
子
供
の
健
康
」
を
読
ん
で
来
て
く

　
　
だ
さ
い
②
医
師
に
よ
る
予
診
（
視
診
、

　
　
聴
診
）
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
の
で
、

　
　
脱
ぎ
や
す
い
服
で
来
て
く
だ
さ
い
。

　
　
霧
持
参
す
る
物
け
①
母
子
健
康
手
帳

　
　
②
記
入
・
押
印
し
た
予
診
票
（
判
定
・

　
　
B
C
G
の
と
き
）
③
体
温
計
④
印
鑑

⑤
風
呂
敷
な
ど
衣
類
を
入
れ
る
物
⑥
十
日

町
市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人
は
、

住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
で
発
行
し

た
「
予
防
接
種
実
施
依
頼
書
」
を
も
ら
っ

て
来
て
く
だ
さ
い
。

雛
問
合
せ
”
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

諒

＜日程表＞

対象地区

ツベルクリン

接　　　種
判定・BCG
接　　　種 受付時間

（いずれも午後）
会
場月日（曜） 月日（曜）

十　　日　　町 5月7日（火） 5月9日休） 1二45～2：30
保
健
セ
ン
タ
1

新座・中条・下条 6月4日（火） 6月6日休） 1＝45～2＝30

川治・六箇
吉田・水沢

6月18日（幻 6月20日休） 1＝45～2＝30

むし歯のないよい歯の子
　3月の3歳児健診を受けた子34人
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介
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5月の乳幼児健康診査

事業名 期日 受付時間 対象児

3歳児健診
騰響児／

15日
休）

午後1時10分

　～1時45分

4年11月

生まれの幼児

1歳6か月児

健　　　診

8日
（木）

午後1時10分

　～1時45分

6年11月

生まれの幼児

4か月児健診
　ならびに

育児学級

29日
休）

午後1時10分

　～1時30分
8年1月
生まれの乳児

2歳6か月児

身体測定
21日
（火）

午前9時30分

～10時15分

5年11月

生まれの幼児

10か月児
身体測定

22日
（水）

7年7月
生まれの乳児

麟講朝

　　　　　会場は保健センターです

※1歳6か月児、3歳児健診の幼児は、歯科健診があり
　ますので、歯をきれいにみがいて来てください。（3歳

　児健診は尿検査もあります）

※4か月児健診に来られない人は、小児がん（神経芽細胞

　腫）尿検査セットを保健衛生課に取りに来てください。

※平成4年12月生まれの幼児の保護者へ
　3歳児健康診査では視聴覚検査を実施します。6月の
健診対象者に検査セット等を送付しますので、5月15

　日を過ぎても届かない人は、保健衛生課保健衛生係ま
　で連絡してください。

5月の健康相談
会　場 期日 時　　　間

保健センター 13・20・27日（月） 午前9時～11時30分
新座コミュニティセンター

14日（幻

午前9時～11時30分
大井田コミュニティセン外 午後1時30分～4時

川治地区公民館 午前9時～11時30分

北　和　会　館 午後1時30分～4時

就業改善センター

16日休）

午前9時～11時30分

山谷集会所 午後1時30分～4時

飛渡地区公民館 午後2時～4時
羽　根　川　荘

17日㈹
午前9時～11時30分

水沢地区公民館

平　　成　　園 午後1時30分～4時

中条地区公民館

24日㈹

午前9時～11時30分

北原集落センター 午後1時30分～4時

下条地区公民館 午前9時～午後4時

※血圧が心配、食事療法を知りたい、心に悩みがあるな
　どの人は、どうぞご相談を！
※健康手帳をお持ちの人はご持参ください。

5月の献血車
◆受付時問

　午前10時～正午（成分献血は9時30分～10時

　30分）、午後1時～3時

◆全血献血

　3日㈹（終日）商工福祉会館

31日㈹（午前）㈱協立ハイパーッ

　　　　（午後）J　A十日町市

◆成分献血

　22日㈱（終日）十日町市役所

＊成分献血は、事前に保健衛生課保健衛生係に

　申し込んでください。所要時間は約60分です。

プ5平成8年4月25日号
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　“市報とおかまち”瓜の寄稿にお誘いくださり、ありが

とうございまじた。この発案はコモの声を13，000の皆さん

の家庭に運び、そiしてすベズの十日町市民の皆さんにコモ

市を理解していただき、合意にいたる立派なことと感じま

す。両市が関係をますます強くしたことを確信しています。

　まず今回は、コモでのいくつかの重要な祝賀があること

をお知らせじます。

①コモ大聖堂の着工600年記念。コモの教育権威の仕業です。

②1995年から1999年まで、アレッサンドロ・ボルタ（電池

　の発明家）の追悼記念行事を行います。

③ヨハネ・パウロII世のコモ訪問。ローマ法王の訪問は900

．垂誌難
　　　　　窪　　穂

　　　　　　疇馨霧轟騨雛議鐘欝難護鐵毒毒難

　年ぶりのことです。

④ファミリア・コマスカの提案で、コモ県行政とコモ市行

　政の協力を得て、1，000年もかさのぼる歴史、またコモの

　名を世界に知らしめた芸術家の活動を復旧することを課

　題とした『コモ教育研究センター』が生まれようとして

　います。

　アルベルト・ボッタ市長、コモ市、ファミリア・コマス

カからの最初のメッセージをお届けします。

　ファミリア・コマスカ協会会長ピエルチェーザレ・ボルドーリ

姉妹都市コモ市からのたよりを1年間掲載する予定です。ファミリア・コマスカ

はコモ市の民間交流団体です。今回は当重茜さんに日本語訳をお願いしました。

花粉症
十高マン研
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全校合唱への取り組み

　　　十日町中学校

漏．1

　　　蕪　　　　　　　　　蟹顛　難
譲灘＿＿騨醗難羅欝難灘轟灘鍵騰蝋難灘鎌鰍鞭＿繊綴．＿、　脚、＿、

　　　　　　　　　　　　　　　｛　　多
　　寒
　　灘　　　　　麟　灘養
　　　　　麟卒藁駐書授与式　き
題1、嚢．薫．醗滞灘
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懸、・が一つにまとまり・聴く人曜響く・美

i　l　しいハーモニーに仕上がっていきます。

妻　　　十日町中学校の願いは、『全校合唱』を創

　　ることです。全校生徒350人の心が『全校合

　　唱』によって一つになり、広い体育館いっ

　　ぱいにすばらしい大合唱が響きわたること
覇騨
㎜　　を目指し、これからも合唱づくりに取り組

　　んでいきます。

　十日町中学校では、生徒全員が参加でき

る教育活動の一つとして、合唱づくりを大

切にしています。合唱＝「生徒の心の表現」

ととらえ、『十中祭』合唱コンクールや、『卒

業式』の卒業生・在校生の記念合唱では、

すばらしい発表が行われています。こうし

た合唱づくりに地域・保護者の方々の関心

が高く、合唱コンクールでは、毎年300人前

後の方が聴きに来てくださいます。

　曲を創っていく過程で、学級・学年の心

ホ
ッ
ト
ひ
と
息

　
　
　
編
・
集
・
室

　
新
学
期
や
新
年
度
が
始
ま
っ
て
よ
う

や
く
一
か
月
が
た
ち
ま
す
。
新
し
い
環

境
に
も
慣
れ
て
、
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
気

も
緩
み
が
ち
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
、
遭
わ
な
い
よ
う
に
気

を
つ
け
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
そ
れ
に
し
て
も
、
今
年
は
4
月
の
中

旬
だ
と
い
う
の
に
ド
カ
ッ
と
雪
が
降
り
、

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
夏
タ
イ
ヤ
に
履
き
替

え
た
車
は
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
、
歩
行
者
も

ス
ッ
テ
ン
コ
ロ
リ
ン
と
い
っ
た
光
景
を

見
か
け
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
農
作
業
や
土
木

工
事
作
業
の
段
取
り
等
が
狂
っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
年
配
の
方
に
お
聴
き
す

る
と
「
あ
ー
こ
の
時
期
に
は
降
る
こ
と

も
あ
ら
ん
だ
ぜ
や
」
と
の
こ
と
。
過
去

の
観
測
記
録
を
紐
解
く
と
、
昭
和
4
年

5
月
5
日
に
降
雪
が
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
「
エ
ッ
、
本
当
か
な
あ
？
」
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
㊨

十目町市民の願い 市の木

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ぱ
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

市の花
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